
『季節の気にかけ』１２ヶ月分文例 
 

《１月》 

・初春とはいえ厳しい寒さが続いております。 

 くれぐれも体調を崩さぬよう気を付けてください。 

・このところ例年にない寒さが続いております。 

 時折柄お体を大切になさってください。 

・寒さも急に増したように感じるころとなりました。 

 くれぐれも体調を崩さぬよう気を付けてください。 

 

《２月》 

・冬の名残りがなかなか去らず、寒さが続いております。 

 どうぞお身体にお気をつけください。 

・立春を迎え、寒さも一息しておりますが季節の変わり目 

 となっておりますので、お体大切にしてください。 

・朝夕にはまだまだ寒さが残っております。 

 くれぐれも体調を崩さぬよう気を付けてください。 

 

《３月》 

・日毎に暖かさを増し春めいてまいりました。朝晩が 

 冷え込みますので、お体大事になさってください。 

・春寒も緩みはじめ、過ごしやすい気候となってきました。 

 季節の変わり目となっておりますので、お体大切にしてください。 

・早春とはいえ、寒さの続く毎日を迎えております。 

 くれぐれも体調を崩さぬよう気を付けてください。 

 

《４月》 

・春冷えの日が続いております。 

 くれぐれも健康に気をつけてお過ごしください。 

・一段と暖かさも増し、日中は汗ばむ陽気となりました。 

 朝晩は冷え込みますので、お体大事になさってください。 

・うららかな好季節となりましたが、朝晩は冷え込みます。 

 時折柄お体を大切になさってください。 

 

 

 

 



《５月》 

・吹く風に初夏のすがすがしさを感じる昨今 

 季節の変わり目となっておりますのでお体大切にしてください。 

・うつりゆく春の色に物憂さを感じる昨今となりました。 

 時折柄お体を大切になさってください。 

・五月晴れの爽やかな日々は続いております。 

 くれぐれも体調を崩さぬよう気を付けてください。 

 

《６月》 

・じめじめした日々が続いております。 

 どうぞお身体にお気をつけください。 

・暑さが日増しに厳しくなってまいりました。 

 くれぐれも体調を崩さぬよう気を付けてください。 

・梅雨とはいえ、連日好天が続いております。 

 時折柄お体を大切になさってください。 

 

《７月》 

・寝苦しい夜が続きます。 

 くれぐれもご自愛くださいませ。 

・梅雨も明け、本格的な夏を迎えました。 

 くれぐれも健康に気をつけてお過ごしください。 

・暑さもしのぎがたい毎日が続いております。 

 時折柄お体を大切になさってください。 

 

《８月》 

・立秋とは暦の上、暑い日が続いております。 

 どうぞお身体にお気をつけください。 

・日中なお耐えがたい暑さが続いております。 

 くれぐれも体調を崩さぬよう気を付けてください。 

・暑さも峠を越したように感じます。 

 時折柄お体を大切になさってください。 

 

《９月》 

・秋暑なお厳しい毎日を迎えております。 

 時折柄お体を大切になさってください。 

・すがすがしい秋晴れがつづく昨今 

 季節の変わり目となっておりますので、お体大切にしてください。 

・朝夕は多少ともしのぎやすくなってまいりました。 

 くれぐれも体調を崩さぬよう気を付けてください。 



《１０月》 

・秋風の快い季節を迎えました。 

 朝晩は冷え込みますので、お体大事になさってください。 

・日足もすっかり短くなり、めっきり涼しくなりました。 

 時折柄お体を大切になさってください。 

・一日ごとに秋の色が濃くなってきます。 

 季節の変わり目となっておりますので、お体大切にしてください。 

 

《１１月》 

・寒冷を思える季節を迎えております。 

 くれぐれも健康に気をつけてお過ごしください。 

・そろそろこたつが恋しい季節となりました。 

 くれぐれも体調を崩さぬよう気を付けてください。 

・朝夕は一段と冷え込む日々が続いております。 

 時折柄お体を大切になさってください。 

 

《１２月》 

・ちらちらと初雪の舞うころとなりました。 

 時折柄お体を大切になさってください。 

・一年が経つのは、ほんとうにあっという間ですね。 

 くれぐれも健康に気をつけてお過ごしください。 

・何かと気ぜわしい年の瀬を迎えるころとなりました。 

 くれぐれもご自愛くださいませ。 

 


